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Eric Hobsbawmの『素朴な反逆者たち Primitive Rebels』が暴動に新しい光を当てた。「暴動」という表
現で否定的に扱われる一方であった民衆騒擾―場合によれば盗みのような行為まで―を、近代的
諸制度以前の「異議申し立て」の手段と捉えた研究は、社会史が新たな展開をみせた 1960年代の時































2.　事件の経緯：2012年 8月 4日‒8月 12日





直後、警察苦情処理独立委員会 The Independent Police Complaints Commission（IPCC）が調査すると発
表した11）。



































ラッパム・ハイストリートClapham High Streetでも火災が発生する。午後 11時に東部のウールリッ














Pembury Estateに 250から 300人が集まり車に火をつけたり、火炎瓶を投げたりしていると発表する。
メアストリートMare Streetのビジネス施設が略奪を受ける。ニューナムNewnhamではストラトフォー
ド・ハイストリート Stratford High Streetで略奪。ルイシャムでは、歩行中の若者たちが騒乱に参加す
る。中央部に近いベスナルグリーンBethnal Greenでは、100人以上の人々がテスコを略奪。クロイド
ンCroydonでは家具工場など数多くの敷地で大きな火災が発生する。
午前 3時ロンドン消防団 London Fire Brigadeが主要な火災をリスト化して報告する。それによると、
ウェストハムで木材置場が炎上中、ウーリッジWoolwich ではビジネス街が略奪されて、火災が発生







ンクションを視察する。午後 3時 24分、ロンドン警視庁 Scotland Yardが、525名を暴動関連で逮捕し







ウィッチ West Bromwichでも警官と一団の若者たちが対峙。午後 10時 36分にノッティンガム
Nottingham の警察署が暴徒によって火炎瓶 fi re bombされる。また、リヴァプールに近いマージー河地
域の都市ブートルBootle でも車を破壊中の男が逮捕される。






イボン・サマーセットAvon and Somerset警察はブリストルBristle市街での騒乱で 4名を逮捕したと発






















ものでないため、ここでは法務省 The Ministry of Justiceが 2012年 2月 23日に刊行した統計報告を用
いて暴動の実態を整理する。それによるとロンドンおよびその他の地域で逮捕された容疑者計 2710
名であり、2012年 2月 1日、ロンドンの諸裁判所に出頭した。暴動参加の地域ごとの内訳は、ロンド
ン 1896名、西ミッドランド 301名、ノッティンガム 64名、マンチェスター地域 240名、マージー川





から 17歳の少年 juvenilesが 26.5パーセント、18歳から 20歳は 25.9パーセント、20歳から 24歳が
20.9パーセントであり、25歳未満の青少年で全体の 7割以上となっている。各地域における少年の割
合はロンドンで最も低く、25パーセントである。その他では、西ミッドランド 29パーセント、ノッ














年齢層 男性 （%） 女性 （%） 合計 （%）
10～ 17 619 25.7 101 33.9 720  26.5
18～ 20 634 26.3 68 22.8 702  25.9
21～ 24 521 21.6 46 15.4 567  20.9
25～ 30 335 13.9 31 10.4 366  13.5
31～ 34 110 4.6 17  5.7 127   4.6
35～ 39 61 2.5 12 4 73   2.6
40以上 132 5.5 23  7.7 155   5.7
合計 2412 89 298 11 2710 100























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ある22）。警官による黒人などへの不審尋問 stop and searchの件数は、2005–06年の調査においても、






































イギリスのガーディアン紙はロンドン大学政治経済校 London School of Economics and Political
Science（LSE）およびラウントリー財団 Joseph Rowntree Foundationと協力してこの暴動について調査
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